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１
、
東
京
病
院
は
ど
の
よ
う
な
病
院
で
す
か
？ 

　
当
院
は
、
呼
吸
器
疾
患
の
専
門
施
設
で
す
か
ら
、

普
通
の
風
邪
か
ら
始
ま
っ
て
肺
気
腫
・
肺
癌
・
結
核

な
ど
、
す
べ
て
の
呼
吸
器
疾
患
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
せ
き
、
た
ん
、
息
切
れ
、
喘
息
発
作
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
症
状
で
も
、
呼
吸
器
に
関
す
る
症
状

が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お
い
で
下
さ
い
。 

　
当
院
の
呼
吸
器
病
床
は
４
０
０
床
で
す
が
、
こ
の

数
は
、
都
内
に
あ
る
大
学
病
院
の
呼
吸
器
病
床
全

部
の
合
計
よ
り
も
多
い
位
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

当
院
が
日
本
で
有
数
の
呼
吸
器
疾
患
の
専
門
施
設

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 

２
、
診
療
科
は
呼
吸
器
科
だ
け
で
す
か
？ 

　
違
い
ま
す
。
東
京
病
院
は
肝
疾
患
の
専
門
施
設

で
も
あ
り
、
肝
臓
内
科
、
一
般
消
化
器
、
お
よ
び
外

科
が
あ
り
ま
す
。
今
、
肝
疾
患
は
全
国
で
二
百
万

人
を
越
え
る
罹
患
者
が
い
る
と
予
想
さ
れ
、
国
を

上
げ
て
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
専
門
外
来
な
ど
も
設
け

積
極
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

３
、
他
に
ど
う
の
よ
う
な
診
療
科
が
あ
り
ま
す
か
？ 

　
当
院
に
は
、
神
経
内
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
（
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
が
主
で
す
）、
循
環
器
内

科
、
放
射
線
科
、
眼
科
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
眼
科

は
本
年
４
月
か
ら
、
外
来
は
６
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。 

　
レ
ー
ザ
ー
治
療
・
メ
ガ
ネ
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
処

方
白
内
障
の
手
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
診
療
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。 

４
、
職
員
一
同
が
目
指
す
、
理
念
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
、
具
体
的
に
は
、 

１
、
東
京
病
院
を
受
診
し
た
患
者
様
、
及
び
そ
の

家
族
が
、「
こ
の
病
院
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
思

う
よ
う
な
病
院
に
す
る
こ
と 

２
、
自
分
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
人
（
親
、
兄

弟
、
子
供
、
配
偶
者
な
ど
）
を
安
心
し
て

任
せ
る
こ
と
の
で
き
る
病
院
に
す
る
こ
と 

の
二
点
に
つ
き
ま
す
。 

　
地
域
に
密
着
し
た
病
院
と
し
て
、
ま
た
、
国

立
の
広
域
基
幹
施
設
と
し
て
、
国
民
全
体
の
医

療
・
福
祉
の
向
上
に
、
よ
り
一
層
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

平成15年度末完成予定 

（
病
院
長
　
毛
利
　
昌
史
） 
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東京病院は現在整備中です 
 
　多くの患者様に快適な医療・療養環境を提供すべく、現在全面的に新築整備工事を行っております。完成は平
成15年度末の予定となっております。リニューアルされる「新生東京病院」にご期待いただきたいと思います。  
　なお、現在工事中のため各般の方々に何かとご不便をおかけしておりますが、ご協力の程お願い申し上げます。 

竣工までの工事工程 

（
全
整
備
工
事
完
了
） 

現
在 

整
備
工
事
着
工 

平成８年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 

3月 

新
病
棟
完
成 

4月 

中
央
診
療
棟
・
放
射
線
棟
完
成 

10月 

管
理
治
療
棟
・
手
術
棟
他
解
体 

12月 

外
来
棟
着
工 

3月 

外
来
棟
完
成 

2月 

デ
イ
ケ
ア
棟
改
修 

検
査
棟
改
修 

9月 

旧
５
階
建
病
棟
解
体
完
了 

12月 

仮
設
リ
ハ
ビ
リ
棟
改
修
完
了 

1月 

北
側
駐
車
場
完
成 

3月 

教
育
研
修
棟 

仮
設
リ
ハ
ビ
リ
棟 

1月 

完
成 

｝ 完
了 

｝ 

東
京
病
院
概
要 

環
　
　
境 

　
当
院
は
、
東
京
都
の
西
北
に
位
置
し
、
周
囲

一
帯
に
は
多
く
の
雑
木
林
が
点
在
し
、
閑
静
で

空
気
清
澄
な
武
蔵
野
の
面
影
を
今
も
残
す
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
に
あ
り
、
交
通
至
便
で
医
療

施
設
と
し
て
最
適
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。 

病
床
数

 

当
院
の
位
置 

交
　
　
通 

６
１
０
床
（
一
般
４
１
０
床
・
結
核
２
０
０
床
） 

診
療
科
目 

●
西
部
池
袋
線
　
清
瀬
駅
南
口
下
車
（
池
袋
か
ら

準
急
25
分
）。
清
瀬
駅
南
口
か
ら
タ
ク
シ
ー
５
分
。

徒
歩
20
分
。 

（
西
武
バ
ス
） 

　
南
口
②
番
乗
り
場
か
ら
久
米
川
駅
行
・
下
里
団

地
行
・
花
小
金
井
行
・
所
沢
東
口
行
に
乗
車
、

五
ツ
目
（
約
５
分
）
の
東
京
病
院
下
車
。 

●
武
蔵
野
線
　
新
秋
津
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
５
分
。

徒
歩
20
分
。 

●
西
部
新
宿
線
　
花
小
金
井
駅
、
久
米
川
駅
、
所

沢
駅
東
口 

●
東
武
東
上
線
　
朝
霞
台
駅
、
志
木
駅
か
ら
清
瀬

行
の
バ
ス
路
線
が
あ
り
ま
す
。 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

呼

吸

器

科

 

消
化
器
科
（
肝
臓
疾
患
） 

循

環

器

科

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

呼

吸

器

外

科

 

消

化

器

外

科

 

神

経

内

科

 

内
　
　
　
　
　
科 

外
　
　
　
　
　
科 

眼
　
　
　
　
　
科 

放

射

線

科

 

麻

酔

科
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患者様に 
信頼される 
医療の 
提供 

　「
職
場
は
戦
場
で
あ
る
」
と
か
、「
職
場
は
家

庭
の
よ
う
な
暖
か
い
雰
囲
気
が
あ
る
方
が
よ
い
」

と
か
、
職
場
に
対
す
る
考
え
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
い
ま
す
。
職
場
は
、
私
た
ち
が
仕
事
を
し

て
い
く
う
え
で
の
一
番
基
本
的
な
場
所
で
あ
る
し
、

職
場
の
環
境
に
よ
っ
て
業
務
の
効
率
が
左
右
さ

れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。 

　
職
場
は
、
組
織
で
動
い
て
い
ま
す
。
上
司
が

い
て
同
僚
、
後
輩
が
い
ま
す
。
男
も
い
れ
ば
女

も
い
る
し
、
自
分
の
性
に
違
和
感
を
持
つ
人
も

い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
手
を
握

り
た
い
と
思
う
人
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
そ
の

逆
の
方
も
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
職
場
に
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
い
て
、
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
の
中
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
当
然
そ
こ
に
は
、
各
種

の
障
害
が
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
人
は
そ
れ
ぞ

れ
工
夫
を
し
て
そ
れ
ら
を
和
ら
げ
、
仕
事
の
し

や
す
い
環
境
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
わ
け

で
す
。 

　
本
当
に
大
変
で
す
ね
！ 

　
し
か
し
ま
ぁ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
さ
て
お
き
、

つ
ら
つ
ら
考
え
ま
す
に
、
よ
り
よ
い
職
場
環
境
と

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
く
と
れ
る
環
境
と

い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
い
人
間
関
係
で
す
。
ど
の
よ
う
な
言
葉
も
、

流
れ
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に
な
り
ま
す
。

時
と
場
所
と
相
手
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
い
る

か
を
的
確
に
把
握
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
個
々
の
人
間
関
係
の
改
善
に
向
け
て
、
人
を

励
ま
す
言
葉
と
行
動
に
心
が
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が

努
力
す
る
こ
と
が
よ
り
よ
い
職
場
環
境
の
形
成

に
必
要
な
気
が
し
ま
す
。 

（
庶
務
係
　
　
泉
　
厚
彦
） 

よ
り
よ
い
職
場
環
境
を
め
ざ
し
て 

シ リ ー ズ ・ ド ク タ ー 紹 介  
①診療案内　②出身地　③趣味及び特技　④モットーとする言葉　⑤好きな食べ物　⑥その他メッセージ 

①呼吸器内科 
②長野県長野市 
③音楽とパソコン 
④あなたの病気とともに歩みます 
⑤アイスバイン（豚足） 
⑥特に非定型抗酸菌症の研究をし
ています。 

①肝臓病（急性・慢性肝炎、肝硬変、
肝癌） 
②兵庫県神戸市 
③写真を撮ることはもちろん、写
真機のコレクション 
④得意淡然、失意泰然 
⑤甘いもの（おしるこなら５杯ぐ
らいOK） 
⑥肝臓のことが気になる方は気軽
に御相談下さい。 

①呼吸器内科全般 
　（結核、息切れ、在宅酸素療法、
呼吸リハビリ、慢性閉塞性肺疾患） 

②長崎県西彼杵郡長与町 
③読書（推理小説、最近は評論書） 
④人事を尽くして天命を待つ（来
るものは拒まず） 

⑤好き嫌いなし（しいていえばミ
カン） 

⑥「息切れ」や「いびき」で悩ん
でいる方はお気軽に相談下さい。 

①消化器外科（食道から肛門まで
の悪性・良性疾患） 

②岡山県岡山市 
③特になし（仕事？） 
④鬼手仏心 
⑤美味しければ何でも少量 
⑥膵癌の早期診断を究極のテーマ
として考えています。 

①呼吸器外科・内視鏡手術・カテ
ーテル検査等 
②東京都世田谷区 
③スポーツ（ラグビー・水泳等）
旅行 
④誠実・ガッツ 
⑤好き嫌い無し 
⑥人生楽しく過ごしたいですね。 
　汗をかいた後のビールは最高です。 

①脳卒中リハビリテーション 
②石川県金沢市生まれの三多摩育
ち 

③音楽・読書・ハイキング 
④謙虚さとユーモアを忘れないよ
う心がけているつもり 

⑤乳製品・ギネスビール 
⑥リハビリテーションについての
ご相談は、外来までお気軽にど
うぞ。 

倉　島　篤　行 
（臨床研究部長） 

くら しま あつ ゆき 

町　田　和　子 
（呼吸器科医長） 

まち だ かず こ 

相　良　勇　三 
（外科医長） 

さが ら ゆう ぞう 

新　藤　直　子 
（リハビリテーション科医長） 

しん どう なお こ 

仙　波　大　右 
（外科医長） 

せん ば だい すけ 

原　田　英　治 
（診療部長） 

はら だ ひで はる 

職場運動実施中！ 
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「
５
月
12
日
」
っ
て
何
の
日
？ 

 

　
5
月
12
日
が
「
看
護
の
日
」
つ
て
こ
と
ご

存
知
で
し
た
か
？
こ
の
日
は
、
私
達
看
護
職

の
大
先
輩
に
あ
た
る
人
の
生
誕
日
な
の
で
す
。

そ
う
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
生
誕
祭
な
の
で
す
。 

　
生
誕
祭
と
聞
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
様
な

派
手
な
イ
ベ
ン
ト
を
想
像
し
ま
し
た
か
？
こ

こ
で
の
生
誕
祭
は
皆
様
方
に
も
っ
と
看
護
に

つ
い
て
の
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
の

健
康
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
場
な
の
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
を
記
念
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
場

な
の
で
す
。
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
実
行
し
、
お
か
げ
さ
ま
で

好
評
の
う
ち
終
了
い
た
し
ま
し
た
。（
写
真
を

ご
覧
く
だ
さ
い
） 

　
ち
な
み
に
今
年
行
っ
た
「
看
護
の
日
」
の

主
な
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す 

 

内
容
①
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
身
長
、
体
重
、
体

脂
肪
、
握
力
測
定
） 

　
　
②
介
護
コ
ー
ナ
ー
（
体
の
向
き
の
変
え

方
、
寝
巻
き
の
交
換
方
法
） 

　
　
③
救
急
蘇
生
法
（
実
演
と
演
習
） 

 

☆
来
年
も
楽
し
い
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
い
ら
し
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
☆ 

「
看
護
の
日
」
実
行
委
員
長
　
酒
匂
　
美
弥
子 

 

三
西
病
棟
か
ら 

　
こ
ん
に
ち
は
、
三
西
病
棟
で
す
。
新
発
行
の
新

聞
の
第
一
回
に
病
棟
紹
介
が
出
来
る
こ
と
を
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
当
病
棟
は
３
階
に
あ
り
、

脳
卒
中
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

た
患
者
様
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。 

　 病
棟
設
備
の
紹
介 

　
新
し
く
出
来
た
病
棟
の
設
備
を
紹
介
し
ま
す
。

看
護
記
録
室
前
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
患
者
様
と
同
じ

目
線
で
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
低
く
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
は
１
階
に
あ
り
ま
す
。

患
者
様
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
通
う
た
め
に

専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
待
つ
こ
と
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
浴
室
に
は
二

台
の
エ
レ
ベ
ー
ト
バ
ス
が
備
わ
っ
て
お
り
車
椅
子

の
ま
ま
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
ト
バ

ス
の
ジ
ャ
グ
ジ
ー
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効

果
も
あ
り
患
者
様
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

車
椅
子
で
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
食
堂
、
ト
イ
レ

も
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
タ
ッ
フ
の
紹
介 

　
次
に
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。
新
藤

医
長
、
柳
原
医
長
、
三
宅
医
師
、
西
医
師
の
４
名

の
医
師
と
看
護
婦
19
名
、
看
護
助
手
２
名
の
計
21

名
の
看
護
職
員
で
治
療
・
看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
様
の
残
さ
れ
た
機
能
を
最
大
限
に
活
か
せ
る

よ
う
に
、
医
師
・
看
護
婦
・
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
・
栄
養
士
・
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
で
構
成
し
た

医
療
チ
ー
ム
が
合

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
週
１
回
行
い
、

個
々
の
患
者
様
に

合
っ
た
到
達
目
標

に
向
か
っ
て
チ
ー

ム
医
療
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

病
棟
へ
見
に
来
て

下
さ
い
。 

（
三
西
病
棟
） 

看
護
の
日
が
終
わ
っ
て 

チ
ー
ム
医
療
を
展
開
中 

　
当
院
で
は
、6
月
1
日
（
金
曜
日
）
よ
り
新

し
く
眼
科
外
来
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

受
付
時
間
は
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
8
時
半
か

ら
11
時
ま
で
で
、
診
療
内
容
は
左
記
の
通
り

で
す
。 

眼
科
一
般
 
 

○
レ
ー
ザ
ー
治
療
：
緑
内
障
、
眼
底
出
血
、

糖
尿
病
網
膜
症
、
網
膜
裂
孔
な
ど
 
 

○
外
眼
手
術
：
麦
粒
腫
、
霰
粒
腫
な
ど
 
 

○
各
種
検
査
：
視
力
検
査
、
眼
圧
検
査
、
視

野
検
査
、
調
節
力
検
査
、
眼
底
検
査
、
前

眼
部
検
査
、
眼
筋
機
能
精
密
検
査
、
角
膜

内
皮
細
胞
検
査
な
ど
 

○
仮
性
近
視
治
療
 
 

○
眼
鏡
処
方
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
処
方
＝

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
（
使
い
捨
て
）、
遠

近
両
用
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
等
す
べ
て

の
レ
ン
ズ
を
取
り
扱
う
予
定
で
す
。 
 

成
人
病
健
診
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
動
脈
硬

化
等
） 
 

　「
視
る
」
と
い
う
大
切
な
機
能
面
か
ら
皆
様

の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
あ
ら
ゆ
る
眼
疾
患

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
か
ら
成
人
病
に
至

る
予
防
医
学
ま
で
幅
広
く
眼
科
診
療
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
、
眼
に
関
し

て
気
に
な
る
こ
と
や
御
心
配
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
眼
科
受
診
を
さ
れ
て
 

み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
眼
科
医
長
　
神
谷
　
和
孝
） 

 

眼
科
新
設
の
お
知
ら
せ
!!
 

　
病
院
の
門
を
入
る
と
、
緑
滴
る
欅
並
木
の
奥
に

旧
棟
を
見
下
ろ
す
か
の
よ
う
に
、
堂
々
と
し
た
七

階
建
て
の
新
病
棟
が
見
渡
せ
ま
す
。
昨
年
５
月
末

日
に
、
12
個
病
棟
の
う
ち
10
個
病
棟
が
こ
の
新
病

棟
に
移
り
ま
し
た
。
各
病
室
毎
に
付
い
て
い
る
清

潔
で
広
い
ト
イ
レ
と
洗
面
所
、
大
き
な
窓
か
ら
は

周
囲
の
景
色
が
見
渡
せ
る
明
る
く
開
放
感
の
あ
る

病
室
、
ベ
ッ
ト
毎
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
で
き

る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
諸
施
設
、
そ
の
ほ
か
に
、
ゆ

っ
た
り
と
ご
利
用
頂
け
る
デ
イ
ル
ー
ム
、
食
堂
な

ど
、
患
者
様
に
快
適
に
入
院
生
活
を
送
っ
て
頂
け

る
よ
う
整
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
桜
な
ど
の
樹
木

に
囲
ま
れ
た
従
来
の
建
物
の
２
個
病
棟
は
、
近
年

建
築
さ
れ
て
も
の
で
、
こ
ち
ら
も
整
っ
た
療
養
環

境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
看
護
部
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
建
物
に
相
応
し

い
看
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、「
専
門

職
業
人
と
し
て
知
識
・
技
術
・
態
度
を
磨
き
、
自

己
研
鑚
に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源
を
活
用
し
、

患
者
様
を
中
心
と
し
た
継
続
看
護
を
実
践
す
る
」

と
い
う
看
護
部
の
理
念
の
も
と
に
、
年
間
を
通
し

て
臨
床
看
護
研
究
・
院
内
教
育
な
ど
を
行
い
な
が

ら
よ
り
よ
い
看
護
が
実
践
で
き
る
よ
う
、
活
動
し

て
お
り
ま
す
。 

„良
い
病
院
と
は
“
患
者
様
が
病
気
に
な
っ
た
と
き

「
ま
た
来
た
い
」
と
思
う
病
院
、
そ
し
て
、
そ
こ

で
働
く
職
員
が
「
働
き
た
い
」
と
思
う
病
院
で
あ

る
と
も
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
„良
い
病
院
“

の
条
件
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う

職
員
が
一
体
と
な

り
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。 

（
看
護
部
長 

鈴
木
　
榮
子
） 

充
実
し
た
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 
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四
月
の
初
旬
、
各
病
院
に
「
基
本
構
想
」

が
示
さ
れ
た
。 

　
政
策
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
す
で
に
動

き
出
し
て
い
る
。 

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
21
」
構
想
も
活
動
し
だ

し
た
。 

　
厳
し
い
風
が
ま
す
ま
す
強
く
ふ
い
て
き

て
い
る
。 

　
北
風
と
太
陽
、
で
き
る
な
ら
ズ
ー
ッ
と

太
陽
が
照
り
続
け
て
ほ
し
い
が
、
そ
れ
は

甘
い
。 

　
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
、
明
日
の
糧
は
今
日

の
努
力
と
考
え
、
い
ま
「
意
識
の
改
革
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
な
ん
と
い
っ
て
も
、
人
間
の
「
心
の
中

の
変
革
」
を
願
う
の
が
、
古
今
の
東
西
を

問
わ
ず
、
一
番
難
し
い
も
の
で
あ
る
。 

　
「
構
造
改
革
な
く
し
て
景
気
回
復
な
し
」

流
行
語
で
あ
る
、
こ
れ
は
痛
み
が
伴
う
と

い
っ
て
い
る
。 

読
み
替
え
よ
う 

　「
意
識
改
革
な
く
し
て
経
営
改
善
な
し
」、

で
き
す
ぎ
か
、
当
然
痛
み
は
あ
る
。 

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
こ
れ
で
い
こ
う
、 

あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
で
な
く
、
あ

と
は
宝
の
山
と
な
っ
た
、
こ
の
よ
う
な
夢

を
見
た
。 

　
と
こ
ろ
で
、
夏
の
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
を
買
っ
た
が
、
そ
の
夢
は
ま
だ
み

て
な
い
、
今
夜
み
て
み
よ
う
。 

Ｙ
・
Ｎ 

最
近
の
肝
臓
病
の
傾
向
（
第
二
の
国
民
病
） 

　
肝
臓
病
の
患
者
様
は
全
国
で
二
百
万
人
を

越
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
当

院
の
肝
臓
専
門
外
来
に
来
ら
れ
る
患
者
様
の

傾
向
を
申
し
ま
す
と
、
Ｃ
型
肝
炎
が
８
割
を

占
め
、
残
り
は
Ｂ
型
肝
炎
、
脂
肪
肝
、
自
己

免
疫
性
肝
炎
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
な
ど
で

中
に
は
原
因
不
明
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

Ｃ
型
肝
炎 

　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
血
液
か
ら
体
に
入

り
肝
臓
に
住
み
着
い
て
肝
炎
を
お
こ
し
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
ま
だ
検
査
で
き
な
か

っ
た
１
９
９
2
年
以
前
に
輸
血
を
さ
れ
た
方

は
一
度
、
肝
機
能
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
輸
血
歴
が
な
い

の
に
Ｃ
型
肝
炎
に
か
か
っ
て
い
る
方
が
半
数

以
上
い
ま
す
。
針
治
療
、
刺
青
、
覚
醒
剤
の

回
し
打
ち
な
ど
で
も
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
治
療
法
は
ウ
イ
ル
ス
量

が
少
な
い
場
合
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
で
ウ

イ
ル
ス
が
消
え
て
治
癒
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
方
は
全
体
の
30
％
程
度
で
す
。
イ
ン
タ
フ

ェ
ロ
ン
が
効
か
な
い
方
は
他
の
薬
で
で
き
る

だ
け
炎
症
を
抑
え
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
で

き
る
だ
け
下
げ
る
）
て
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と

が
大
事
で
す
。 

　
な
お
、
こ
の
度
、
厚
生
省
か
ら
ウ
イ
ル
ス

肝
炎
に
係
る
体
制
の
充
実
・
整
備
に
つ
い
て

通
達
が
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
10
月
末
ま

で
保
健
所
で
無
料
で
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
希

望
者
は
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
も
）
を
測
定
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当

院
を
含
む
全
国
の
国
立
病
院
・
療
養
所
の
肝

疾
患
専
門
医
療
施
設
に
協
力
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

B
型
肝
炎 

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
も
血
液
か
ら
体
に
入
り
肝

臓
に
住
み
着
い
て
肝
炎
を
お
こ
し
ま
す
。
母

親
か
ら
生
ま
れ
る
時
に
感
染
す
る
か
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
性
交
渉
、
針
治
療
、
刺
青
、

覚
醒
剤
の
回
し
打
ち
な
ど
で
も
感
染
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
大
人
で
は
一
過
性
感
染
に

終
わ
り
ま
す
が
、
幼
児
期
に
キ
ャ
リ
ア
に
な

る
と
慢
性
肝
炎
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
よ
り
エ
イ
ズ
の
薬
で
あ
る
ラ
ミ
ブ
ジ
ン

と
い
う
薬
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
薬
は

一
日
に
一
錠
飲
む
だ
け
で
副
作
用
も
ほ
と
ん

ど
な
く
肝
炎
を
改
善
す
る
効
果
的
な
薬
で
す
。 

 

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
、
脂
肪
肝 

　
健
康
診
断
で
、
よ
く
発
見
さ
れ
る
肝
臓
病

で
す
。
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、
運
動
不
足

に
よ
る
も
の
で
す
。
直
ぐ
に
は
生
命
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
は
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
の
合
併
率
も
健
康
人
よ

り
も
高
い
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
事
な
こ
と 

以
上
、
健
康
診
断
な
ど
で
肝
機
能
異
常
が
見

つ
か
っ
た
時
は
、
軽
い
か
ら
大
丈
夫
と
放
っ

て
お
く
の
で
は
な
く
、
肝
機
能
異
常
の
原
因

を
専
門
医
に
診
断
し
て
も
ら
い
、
今
後
の
見

通
し
や
治
療
方
針
を
た
て
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
ご
心
配
や
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
皆

様
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
気
軽
に
お
こ

し
下
さ
い
。
受
付
時
間=

月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
午
前
9
時
〜
11
時
30
分
（
肝
臓
専
門
外
来
） 

（
消
化
器
科
医
長
　
矢
倉
　
道
泰
） 

最
近
の
肝
臓
病
の
話
題 

脂肪肝 脂肪肝 

自己免疫性 
肝炎 

自己免疫性 
肝炎 

薬剤 薬剤 

酒（アルコール） 酒（アルコール） 過栄養（肥満、高脂血症） 過栄養（肥満、高脂血症） 

先天性 
代謝異常 
先天性 
代謝異常 

B型、C型肝炎ウイルス B型、C型肝炎ウイルス 

慢性肝炎 慢性肝炎 

（
国
を
上
げ
て
の
取
組
み
！
） 



6

第  1  号 

 

医
療
事
故
防
止
に
対
す
る
意
識 

　
新
聞
紙
上
に
医
療
事
故
の
記
事
が
載
ら
な

い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
事
故
は
以
前
よ

り
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
以
前
よ
り

あ
っ
た
医
療
事
故
が
、
隠
さ
れ
て
い
た
り
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
の
が
正
し
い
解
釈
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
被
害
に
遭
遇
し
た
方
々
や
、
当
事
者

で
あ
る
医
療
従
事
者
が
オ
ー
プ
ン
に
し
よ
う
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
意
識
を
受
け

て
社
会
が
動
い
て
い
る
の
が
現
状
と
思
わ
れ

ま
す
。
と
こ
ろ
で
一
件
の
医
療
事
故
（
患
者

様
に
障
害
を
残
す
、
あ
る
い
は
死
亡
に
至
る
）

が
発
生
す
る
背
後
に
は
数
百
件
の
事
故
に
至

ら
ず
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
イ
ン
シ
デ

ン
ト
（
出
来
事
）
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

医
療
事
故
を
防
ぐ
た
め
に 

　
医
療
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
こ
の
イ
ン
シ

デ
ン
ト
を
収
集
し
て
、
分
析
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
何
が
原
因
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
対
策
が

立
て
ら
れ
る
の
で
す
。
当
院
で
は
ど
ん
な
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
当
事
者
や
各
職
場
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
報
告
を
受
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
分
析
し
、
対
策

は
何
か
を
検
討
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

職
員
全
体
が
そ
れ
を
把
握
し
、
共
通
の
意
識

に
た
っ
て
実
践
す
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。 

二
重
、
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
機
構 

　
人
は
間
違
い
を
し
な
い
と
い
う
考
え
は
医

療
の
現
場
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
で
す
。
間

違
い
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一

定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
、
二
重
、
三
重

の
チ
ェ
ッ
ク
機
構
を
つ
く
り
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
の
上
に
立

っ
て
患
者
様
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。 

（
診
療
部
長
　
原
田
　
英
治
） 

医
療
事
故
防
止
の
た
め
の 

　
　
　
当
院
で
の
取
り
組
み 

医療事故防止 
のための共通 
マニュアルの 
作成 

インシデントや 
事故の集積と 
分析 

マニュアル 
にそった 
医療の実践 

患者様に 
信頼される 
医療の 
提供 

栄
養
部
か
ら 

 

は
ー
い
　
ぼ
く
は
ド
ッ
チ
く
ん 

　
ド
ッ
チ
く
ん
っ
て
何
？
な
ん
て
思
っ
て
い

る
人
は
誰
で
す
か
。 

ぼ
く
は
選
択
食
箱
の
名
前
な
ん
で
す
。
今
ま

で
月
一
回
の
選
択
食
を
患
者
様
の
ご
要
望
に

そ
い
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
毎
週
行
う
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。 

　
患
者
様
が
Ａ
食
又
は
Ｂ
食
を
選
ん
で
用
紙

に
記
入
さ
れ
た
も
の
を
、
食
堂
に
置
か
れ
た

箱
に
入
れ
ま
す
。
そ
の
箱
が
「
ド
ッ
チ
く
ん
」

と
い
い
ま
す
。 

末
長
く
か
わ
い
が
っ
て
下
さ
い
。 

食
札
も
変
わ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
お
知
ら
せ
が
あ
り
あ

ま
す
。
食
札
が
変
わ
り
ま
す
。
患
者
様
や
看

護
婦
さ
ん
に
見
ず
ら
い
と
ご
迷
惑
を
か
け
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
見
や
す
い

印
字
・
コ
メ
ン
ト
食
の
カ
ラ
ー
化
・
立
体
化

の
工
夫
等
に
よ
り
た
い
へ
ん
見
や
す
く
便
利

に
な
り
ま
す
。 

　
業
務
改
善
の
小
さ
な
一
歩
で
す
が
、
栄
養

管
理
室
に
と
っ
て
は
大
き
な
一
歩
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

さ
あ
、
今
日
の
お
昼
は
ド
ッ
チ
に
し
ま
す
か
？ 

（
栄
養
管
理
室
　
ス
タ
ッ
フ
） 

緩
和
ケ
ア
病
棟
っ
て 

         

ど
ん
な
と
こ
ろ
？ 

　
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
、
桜
の
園
、
お
花
屋
さ

ん
へ
行
く
途
中
に
四
季
折
々
の
花
が
咲
い
て

い
て
緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
の
中
に
あ

り
ま
す
。
緩
和
ケ
ア
を
ご
存
知
な
い
方
々
に

Ｑ
＆
Ａ
。 

 

Ｑ
、
緩
和
ケ
ア
っ
て
な
あ
に
？ 

Ａ
、
主
に
が
ん
の
患
者
様
の
痛
み
や
そ
の
他

症
状
、
心
の
苦
し
み
が
和
ら
ぐ
よ
う
に

ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

は
患
者
様
の
辛
い
こ
と
が
少
な
く
な
り
、

家
族
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
と
大
切
な
時

間
を
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
ケ
ア
の
目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
の
生
活
は
？ 

Ａ
、
入
院
さ
れ
る
方
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
尊

重
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
病
室
は
個

室
が
多
く
、
面
会
時
間
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
散
歩
し
た
り
、
ペ
ッ
ト
と
一

緒
に
過
ご
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
好
き
な
お
酒
を
飲
む
こ
と

や
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。

寝
た
ま
ま
で
入
浴
で
き
る
設
備
も
整
っ

て
い
ま
す
。
お
茶
会
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
企
画
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

症
状
が
落
ち
着
い
て
い
れ
ば
、
外
泊
や

退
院
も
可
能
で
す
。 

 

　
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
イ
メ
ー
ジ
は
湧
き
ま
し

た
か
？
病
気
が
今
の
医
療
で
は
治
ら
な
い
と

い
う
現
実
は
誰
に
で
も
訪
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
時
、
周
り
の
人
た
ち

と
支
え
合
い
、
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
は
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
さ
わ
や
か
な
風
の
よ
う
な
存
在
で

あ
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
。 

（
一
病
棟
　
亀
崎
智
都
江
） 

患者様に 
信頼される 
医療の 
提供 
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趣
　
味
　
の
　
紹
　
介 

「
Ｃ
Ｑ
　
Ｃ
Ｑ
　
Ｃ
Ｑ
こ
ち
ら
は
Ｊ
Ｎ
１
Ｙ

Ｇ
Ｌ
で
す
。」 

 

交
信
は
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
中 

「
こ
ち
ら
は
Ｊ
Ｎ
１
Ｙ
Ｇ
Ｌ
国
立
療
養
所
東
京
病
院
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
で
す
。」 

　
当
院
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
は
個
人
局
と
社
団
局
（
ク
ラ
ブ
局
）

が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
人
口
は
年
々
減

少
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
交
信
し
て
い
る
局
は
７
Ｍ
Ｈ

ｚ
帯
以
外
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

で
は
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
局
と
も
交
信
が
で
き
ま

す
。
電
波
の
性
質
、
気
象
条
件
・
電
離
層
の
影
響

な
ど
に
よ
り
季
節
、
時
間
帯
で
そ
の
交
信
状
態
は
変

わ
り
ま
す
。
当
院
の
ク
ラ
ブ
局
は
主
に
７
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
と

21
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
国
内
は
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
、
海
外
は
中
国
、
台
湾
、
韓
国
、
ロ

シ
ア
、
太
平
洋
上
の
島
々
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ

リ
カ
西
海
岸
な
ど
の
地
域
と
交
信
を
し
て
い
ま
す
。

電
波
で
世
界
を
旅
す
る 

　
海
外
局
と
の
偶
然
の
交
信
は
不
思
議
な
出
会
い
に

な
り
ま
す
。
知
ら
な
い
名
前
の
土
地
か
ら
の
交
信
は

あ
と
か
ら
そ
の
場
所
を
地
図
帳
で
探
し
当
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
相
手
局
の
情
報

も
入
手
で
き
ま
す
。
交
信
中
に
使
用
し
て
い
る
無
線

機
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昔

と
比
べ
て
無
線
機
の
性
能
は
非
常
に
よ
く
な
っ
て
い
ま

す
。
送
信
出
力
10
Ｗ
程
度
で
世
界
に
飛
び
出
し
て
し

ま
い
ま
す
。
海
外
局
は
日
本
製
の
無
線
機
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
電
子
産

業
・
技
術
力
に
は
驚
き
ま
す
。 

 

衛
星
の
打
ち
上
げ
成
功
に
よ
り
、
楽
し
み
倍
増 

　
当
局
は
運
用
す
る
時
間
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

平
日
は
お
昼
休
み
の
時
間
と
5
時
以
降
の
夜
間
帯
を

利
用
し
て
交
信
し
て
い
ま
す
。
交
信
を
し
た
局
と
は

交
信
証
明
書
を
交
換
し
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
Ｑ

Ｓ
Ｌ
カ
ー
ド
で
す
。
個
人
局
、
ク
ラ
ブ
局
、
記
念
局

の
中
に
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
ー
ド
も
あ

り
ま
す
。
当
Ｊ
Ｎ
１
Ｙ
Ｇ
Ｌ
局
も
Ｑ
Ｓ
Ｌ
カ
ー
ド
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
カ
ー
ド
は
第
二
版
に
な
り
ま

し
た
。
当
院
は
昨
年
２
０
０
０
年
に
新
病
棟
が
完
成

し
ま
し
た
。
そ
の
全
景
を
カ
ー
ド
に
し
て
い
ま
す
。
２

０
０
０
年
と
い
い
ま
す
と
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
と
っ
て
も

新
し
い
出
発
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
Ｐ

ｈ
ａ
ｓ
ｅ
―
３
Ｄ
（
正
式
名
称
は
Ａ
Ｏ
―
40
）
と
い
う

大
型
の
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
衛
星
の
打
ち
上
げ
が
成
功
し

た
こ
と
で
す
。
ま
た
楽
し
み
が
増
え
そ
う
で
す
。
衛

星
通
信
に
つ
い
て
は
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
紹
介

し
ま
す
。 

72
　
Ｃ
Ｕ
Ｌ 　 

（
薬
剤
科
　
調
剤
主
任
　 

　
中
澤
　
一
治
）  

旅
行
課
題
が
与
え
ら
れ
る 

　
初
め
て
の
海
外
を
体
験
で
す
。 

　
旅
行
先
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ペ
ン
か
ら
バ
ス

で
1
時
間
余
り
南
サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。 

　
友
人
達
が
サ
ー
フ
ィ
ン
目
的
で
そ
の
場
所
に
行
く
こ

と
に
っ
た
の
で
す
が
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
な
い
私
に
は
、

大
変
な
課
題
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
滞
在

3
日
間
の
う
ち
に
「
パ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
こ
と
」

で
し
た
。 

 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
対
応 

　
3
日
目
の
最
終
日
に
課
題
実
行
は
き
ま
し
た
、
ジ

ャ
ン
プ
場
に
到
着
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
を
済
ま
せ
、
ゴ
ン

ド
ラ
に
乗
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
二
人
き
り
に
な
り

ま
し
た
、
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
と
空
に
向
か
っ
て
上
が
り

始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
彼
の
指
示
に
従
っ
て
設
置

さ
れ
て
い
る
椅
子
に
座
り
、
ス
ニ
ー
カ
ー
を
脱
ぎ
、
靴

下
だ
け
を
は
き
ま
し
た
。
す
る
と
な
に
や
ら
ロ
ー
プ
の

先
に
つ
い
て
い
る
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
の
よ
う
な
も
の
を
足

首
付
近
に
巻
き
付
け
、「
べ
リ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
」

と
に
や
つ
き
な
が
ら
私
に
言
い
ま
し
た
。（
本
当
か
よ
！
）

と
思
い
つ
つ
も
口
で
は
「
Ｏ
Ｋ
！
」
と
調
子
を
合
わ
せ

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
彼
は
、
何
か
注
意
ご
と
み
た
い
な
事
を
早

口
で
言
い
殆
め
ま
し
た
。
な
ん
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
！

そ
れ
で
も
私
は
適
当
に
「
Ｏ
Ｋ
！
」、「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
」

な
ん
て
言
っ
て
た
ら
、
彼
は
し
つ
こ
く
「D

o

　y
ou

　

u
n
d
ersan

d
?

，not?

」
と
繰
り
返
し
、
ゼ
ス
チ
ャ
ー

を
大
き
め
に
し
て
、
何
度
も
私
に
説
明
を
繰
り
返
し
、

そ
の
彼
の
顔
は
、
最
初
と
は
違
い
真
顔
で
し
た
。
そ
の

顔
に
私
も
気
が
付
く
（
こ
れ
は
理
解
し
て
い
な
い
と
ヤ

バ
イ
と
思
っ
た
が
、
し
か
し
わ
か
ら
な
い
）
頃
、
ゴ
ン

ド
ラ
は
最
上
寸
前
の
高
さ
（
47
メ
ー
ト
ル
）
に
き
て
い

ま
し
た
。 

 

と
び
お
り
た
、
人
生
が
終
わ
っ
た
！ 

　
彼
の
説
明
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
際
に
立
っ
た
ら
、
つ
ま

先
を
ゴ
ン
ド
ラ
か
ら
は
み
出
す
よ
う
に
立
ち
、「
ス
リ

ー
、
ツ
ー
、
ワ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
」
と
声
を
か
け
た
ら
手

す
り
か
ら
両
手
を
同
時
に
離
し
、
高
く
手
を
あ
げ
て

頭
か
ら
落
ち
ろ
。
け
っ
し
て
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
ん
で
は

な
い
ぞ
。
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
本
番
の
時
が
き
て
、
説
明
ど
お
り
に
ゴ
ン
ド
ラ
の
際

に
立
っ
た
瞬
間
（
ギ
ブ
ア
ッ
プ
！
）
な
ん
て
思
い
つ
つ
も
、

下
を
見
た
ら
い
つ
の
間
に
か
、
友
人
の
ほ
か
に
た
く
さ

ん
の
オ
ー
ジ
ー
達
（
現
地
の
方
）
が
奇
声
を
発
し
な

が
ら
私
を
見
て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
、
考
え
る
間
も

な
く
「
・
・
・
ツ
ー
、
ワ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
」
と
か
す
か

に
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
が
‥
・
手
を
離
し
た
瞬
間
、

（
終
わ
っ
た
（
人
生
が
））
と
正
直
な
と
こ
ろ
思
い
ま
し

た
。
非
常
に
怖
い
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
で
「
清
水
の
舞
台
」
か
ら
も
、
平
気
で
と

び
お
り
れ
る
な
と
思
い
ま
し
た
（
こ
れ
は
冗
談
）。
こ

れ
か
ら
も
新
し
い
事
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。 

 
あ
つ
か
ま
し
く
、
ま
た
海
外
に 

　
最
後
に
、
こ
の
忙
し
い
時
期
に
気
持
ち
よ
く
休
暇

を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
職
場
の
み
な
さ
ま
に

は
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
ダ
メ
！
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
） 

（
庶
務
課
　
風
岡
　
隆
史
） 

日
本
の
裏
側
で
と
び
お
り
て
み
ま
し
た 

（QSLカード） 

東
京
病
院
の
史
跡

 

こ
こ
に
寿
康
館
あ
り
き 

　
こ
れ
は
東
京
病
院
初
代
院
長
砂
原
茂
一
に

よ
る
寿
康
館
の
記
念
碑
で
す
。
昭
和
五
十
年

に
は
も
う
見
る
影
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昭
和
二
‐
三
十
年
代
に
若
き
日
を
送
ら
れ
た

大
先
輩
の
お
話
で
は
、
寿
康
館
に
は
三
百
〜

四
百
人
を
収
容
で
き
る
講
堂
と
二
つ
の
和
室

及
び
日
本
庭
園
が
あ
り
、
往
時
は
、
患
者
や

職
員
が
参
加
し
て
、
文
化
祭
や
歌
会
、
句
会

が
活
発
に
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の

熱
気
は
菊
池
寛
原
作
の
戯
曲
「
父
帰
る
」
の

出
演
者
の
少
な
か
ら
ぬ
人
た
ち
が
再
悪
化
し

た
と
の
記
録
か
ら
も
偲
ば
れ
ま
す
。
も
と
も

と
は
東
京
病
院
の
片
方
の
前
身
、
傷
痍
軍
人

東
京
療
養
所
が
昭
和
十
四
年
開
設
さ
れ
た
際

に
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
戦
前
・
戦
時
中
に
は

国
家
的
な
祝
事
が
こ
こ
で
行
わ
れ
、「
精
神
講

話
」、
華
や
か
な
慰
問
演
芸
会
も
行
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 

（
呼
吸
器
科
医
長
　
町
田
　
和
子
） 

（記念碑） （
あ
り
し
日
の
寿
康
館
） 
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四元・町田 
益田 

（新患者様については、原則として各日の当番医が担当します。） 
馬場・赤川 
永井・西山 

毛利・四元 
倉島・長山 
堀 

川辺・鈴木 
田中 

安田・田村 

上司・福井 村居 時田 原田 

当番医 

矢倉 

診　療　科　名 月 火 水 木 金 

呼吸器内科 

消化器内科 
循環器科 瀬川 瀬川 

新藤・柳原 新藤 柳原 西 

当番医 

リハビリテーション科 
　（脳卒中亜急性期を中心） 

城山 栗崎 栗崎 栗崎 神経内科 

当番医 相良・林 当番医 当番医 福島・林 呼吸器外科（肺癌、肺気腫等） 
当番医 仙波・後藤 仙波・黒木 当番医 仙波・後藤・韓 消化器外科・一般外科 
神谷 神谷 神谷 神谷 神谷 眼　　科 

三上 
堀部 

三上 三上 三上 三上 放射線科 （治療） 
（診断） 

肝　　臓 上司・福井 村居 時田 原田 矢倉     
町田・川辺（午前） 
当番医（午後） 

赤川（午前） 
倉島（午前） 

長山・町田（午前） 

永井（午前） 

矢倉（午後） 
三上（午前） 

呼
吸
器
関
係
外
来 

息切れ 
喘息・花粉症 
禁　煙 
間質性肺炎 
非定型抗酸菌症 
いびき 

糖尿病外来 
緩和ケア外来（がん等） 

診　療　科　名 月 火 水 木 金 

平成13年7月1日現在 

受付時間　８：30～11：00　　診療時間　９：00～17：00 
休 診 日　土・日・祝祭日および年末年始（12月29日から１月３日） 

１．一般・専門外来診療の場合（平日） 
　当院に直接おこしいただき、医事課の初診受付で受診手続きをしていただきます。 

（保険証、各種医療券、また「紹介状」のある方は必ずご持参ください。） 
　緊急・救急の場合は電話連絡をいただければ対応をご相談します。 
内線：2265の医事課外来係、または、3360の外来ナースステーションにご連絡下さい。 
　原則として予約制です。医師の発行する予約券を外来再診窓口に提出していただきます。 
　予約日にこれなかった場合は、担当医師の診察日に医事課窓口で再診をお申し出くださ
い。（予約日を指定して変更する場合は直接担当医にご連絡ください。） 

初診の患者様 

再診の患者様 

２．時間外の場合　平日の17：00から翌朝８：30までと土・日・祝祭日および年末年始 
　救急対応となりますのであらかじめ電話連絡をしていただき、当直医が対応します。 
（ただし、当院通院中の患者様と呼吸器、消化器の症状で初めて受診される患者様とさ
せていただきます。） 

３．紹介状の持参について 
　新たに受診される（初診）患者様は以前に受診・通院されていた診療所・病院からの「紹介状」がありますと
診療に大変役立ちます。「紹介状」がご持参できない場合（事情やむを得ない場合は除く）は、初診時に1,150円
を自費として徴収させていただくことになります。ご協力をお願いします。 

時間外診療の 
患者様 

内
　
　
科 

ハン 

詳しくは国立東京病院ホームページまで　http://www.hosp.go.jp/ ̃tokyo/

代表電話番号　0424-91-2111


